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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

工業規格である。これによって，JIS Q 17021:2007 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 



 

Q 17021：2011 (ISO/IEC 17021：2011) 目次 

（4） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

 

白   紙 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本工業規格          JIS 
 Q 17021：2011 
 (ISO/IEC 17021：2011) 

適合性評価－マネジメントシステムの審査及び 
認証を行う機関に対する要求事項 

Conformity assessment-Requirements for bodies providing audit and 
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序文 

この規格は，2011 年に第 2 版として発行された ISO/IEC 17021 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格にはない事項であるが規定内容の理解

の促進のために補足した事項である。 

組織の品質又は環境マネジメントシステムのようなマネジメントシステムの認証は，組織が活動の関連

する側面のマネジメントのためのシステムを，その方針に従って実施していることを保証する手段の一つ

である。 

この規格は，認証機関に対する要求事項を規定している。これらの要求事項の順守が意図するところは，

認証機関が力量を備え，一貫して公平な方法でマネジメントシステムを運用することによって，国内及び

国際的に認証機関が認知され，認証の受入れが促進されることを確実にすることである。この規格が，国

際貿易の観点で，マネジメントシステムの第三者認証が容易に認知される基礎となることが望ましい。 

マネジメントシステムの認証は，認証を受けた組織のマネジメントシステムが次に示すとおりであるこ

との，独立性を備えた実証を提供する。 

a) 規定要求事項に適合している。 

b) 明示した方針及び目標を一貫して達成できる。 

c) 有効に実施されている。 

マネジメントシステム認証のような適合性評価は，それによって，組織，その顧客及び利害関係者に価

値を提供する。 

この規格において，箇条 4 は，信頼できる認証の基盤となる原則を記述している。これらの原則は，規

格の利用者が認証の本質的性質を理解することを助けるものであり，箇条 5～箇条 10 の理解に必要な導入

部である。これらの原則は，この規格の全ての要求事項の基盤となるが，原則自体は，審査可能な要求事

項ではない。箇条 10 では，認証機関自身がマネジメントシステムを確立することを通じて，この規格の要

求事項を一貫して達成することを支援し実証するための，二つの選択肢を規定している。 

この規格は，マネジメントシステムを審査し認証する機関が使用することを意図しており，品質，環境

及び他の種類のマネジメントシステムを審査し認証する機関に対する一般的要求事項を規定している。そ

のような機関は，認証機関と呼ばれる。この表現が，この規格の適用範囲の活動をする他の呼称の機関が，

この規格を使用することの妨げとならないようにすることが望ましい。 

認証活動は，組織のマネジメントシステムの審査を含む。特定のマネジメントシステム規格又は他の規


